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背景 • 加圧による大変形で異種金属を接合する方法が注目(1)

• 塑性加工のCAEのためには摩擦係数の設定が重要

• 異材接合の場合、加工材間の摩擦係数が必要

目的 大変形を用いた異材接合のCAEに必要となる
摩擦係数を、簡便に測定する手法の開発

方法
初期形状

μ= 0.01 μ= 0.1 μ= 0.3
圧縮後

リング圧縮試験(2)(3)

リング状の試験片を圧縮した際の
内径変化から摩擦係数を推定する
手法

摩擦係数の推定に成功 簡便に実施可能なアプリ作成

本研究の方法
①各加工材単体のリング圧縮試験
②平板間にリングを挟んだ状態で
リング圧縮試験
③有限要素解析とリング内径を比較し
摩擦係数を推定

結果
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